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28 新生子牛のEnterobacter cloacaeによる化膿性

髄膜炎及び脳室周囲炎

〔山崎俊雄（福井県）〕

黒毛和種，雌，14日齢，鑑定殺．黒毛和種33頭飼養

の繁殖農家で，平成22年12月6日生まれの子牛が12月

9日に眼球白濁と流涙を呈したため，同日と12月14日

に抗生物質が投与された．12月16日に起立不能，12月

20日に瀕死の状態となり，病性鑑定に供した．

剖検では四肢の伸展や流涙痕の他，左右眼球は白濁し

ていた．大脳，小脳は全体的に充血し，脳溝に白色膿様

物が，脳室に浸出液が貯留し，脳脊髄液は混濁してい

た．脳底も全体的に充血し，脳溝や脳幹表面に白色膿瘍

物が付着していた．

組織学的には，大脳の髄膜と脳溝に好中球及びマクロ

ファージが重度に浸潤し，細胞退廃物が充満していた

（図28）．脳実質では軽度の囲管性細胞浸潤が散在して

いた．脳室辺縁では囲管性細胞浸潤を伴いながら好中球

及びリンパ球が軽度から中等度に浸潤していた．この

他，小脳や延髄の髄膜でも同様の所見を呈していた．眼

球では，ぶどう膜周囲に好中球，マクロファージが軽度

から重度に浸潤していた．抗Enterobacter cloacae（Ec）

血清（Biogenesis）を用いた免疫組織化学的染色では，

大脳にEc抗原は検出されず，眼球のぶどう膜周囲の化

膿性病変内にEc抗原が検出された．

病原検査では大脳，小脳，延髄，脳脊髄液からEcが

分離されたが，他の主要臓器から病原細菌は分離されな

かった．

本症例は，Enterobacter cloacaeによる髄膜炎と診断

された．

29 新生子牛の大腸菌による化膿性髄膜灰白質脊髄炎

〔亀山　衛（兵庫県）〕

黒毛和種，雌，13 日齢，斃死例（死後約 4 時間）．

2012年5月16日生まれの子牛が生後4日齢から自力吸

乳ができなくなり，起立困難，歩様蹌踉等の神経症状を

示し，症状の改善が見られず，13日齢時に斃死した．

剖検では，大脳髄膜の混濁，側脳室の拡張，小脳虫部

垂後部にフィブリン塊の付着が認められた．軽度な病変

として右肺前葉及び中葉の辺縁部に暗赤色肝変化が認め

られた．

組織学的には，大脳の髄膜に線維素の析出，好中球，

リンパ球，マクロファージの著しい浸潤，実質の一部に

輪状出血が認められた．同様の病変は中脳，小脳，脳

橋，延髄，脊髄でも確認された．脊髄腰部（提出標本）

では髄膜の病変に加え，灰白質を中心に好中球，マクロ

ファージの著しい浸潤，軸索の膨化が認められた（図

29）．髄膜の病巣及び脊髄腰部の化膿巣にグラム陰性菌
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図28 新生子牛のEnterobacter cloacaeによる化膿性髄
膜炎及び脳室周囲炎

大脳の髄膜に好中球及びマクロファージが重度に浸

潤している（HE染色　×200）．
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が認められ，抗 Escherichia coli（K12，C600）lysate

家兎血清（DAKO）を用いた免疫組織化学検査で菌に一

致して陽性反応が認められた．その他，肺の病巣部の肺

胞腔内に黄褐色の退廃物の貯留と軽度の好中球浸潤が認

められた．

細菌学検査では大脳，小脳，延髄から大腸菌が分離さ

れた．

以上から，本症例は新生子牛の大腸菌による化膿性髄

膜脳脊髄炎と診断された．脊髄腰部の化膿性灰白質脊髄

炎は，同部に分布する腹側脊髄動脈枝から本菌が侵入し

病変が形成されたと推察された．

30 新生子牛の肝臓におけるCandida tropicalisに

よる多発性巣状壊死

〔松尾研太（佐賀県）〕

黒毛和種，雌，11日齢，斃死例（死後約12時間）．母

牛40頭，子牛30頭飼養の肉用牛繁殖農場において，2

月22日に分娩された子牛1頭が，自力吸乳不能であっ

たため，人工初乳が投与された．2月24日の早朝に当該

牛が農場内の水路の中で発見され，起立不能，間欠性痙

攣，浅速呼吸，眼振が認められた．2月26日に眼振が消

失し，起立歩行が可能となったものの，背弯姿勢，右旋

回運動，歩様蹌踉を呈し，3月4日の朝に斃死していた．

剖検では，脳脊髄の軽度貯留，肺の左右前中葉辺縁部

の暗赤色化が認められた．

組織学的には，肝臓で，マクロファージ及び好中球浸

潤を伴う巣状壊死が多発性に観察された（図 30A）．

PAS反応及びグロコット染色では，壊死巣内に酵母様真

菌が認められた（図30B）．この酵母様真菌は，抗Can-

dida albicans家兎血清（Biogenesis）を用いた免疫組

織化学検査で，陽性反応を示した．その他，大脳皮質

に，層状に神経網の空胞化，神経細胞の乏血性変化及び

マクロファージ浸潤が認められた．また，誤嚥性肺炎，

第一胃膿胞が散発性に観察された．

細菌検査では，肺からEscherichia coli，肝臓，腎臓，

脾臓からCandida tropicalisが分離された．ウイルス検

査では，大脳，小脳，延髄を材料として異常産関連ウイ

ルスについてPCR検査を実施し，すべて陰性であった．

以上から，肝臓の組織診断名はC. tropicalisによる多

発性巣状壊死，疾病診断名は大脳皮質壊死，誤嚥性肺炎，

カンジダ症とされた．

31 牛流産胎子のCandida kefyrによる壊死性胎盤

炎，線維素性漿膜炎

〔竹馬　工（三重県）〕

ホルスタイン種，雌，胎齢211 日，斃死例（流産）．

2012 年4月，乳肉複合経営の農場（乳牛500頭，肉牛

200頭）において流産が発生した．同農場では2012年1

月から死流産が多発していた．母牛は2007年3月生ま

れ（自家産，4産目）で当該胎子を流産後，2週間後に

斃死した．

剖検では両眼球の白濁，肺の点状出血が見られた．体

形異常はなかった．

組織学的に，胎盤では尿膜絨毛膜絨毛に壊死が多発性

に認められた（図31A）．また，腹腔内漿膜に壊死巣が

散在し，線維素析出や好中球を主体とした細胞浸潤が見

られた．PAS反応では，尿膜絨毛膜絨毛と腹腔内漿膜の

壊死部に，球形～楕円形の酵母様真菌や仮性菌糸が少数

～多数認められた（図31B）．グラム染色では胎盤のみ

にグラム陽性球菌が多数認められた．その他，肺で軽度

図29 新生子牛の大腸菌による化膿性髄膜灰白質脊髄炎

A ：病変は脊髄中心管と灰白質に主座（H E 染色　
×25）．

B：脊髄中心管と周囲灰白質における好中球，マクロ
ファージ浸潤（HE染色　×400）．
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図30 新生子牛の肝臓におけるCandida tropicalisによ
る多発性巣状壊死

A：肝臓における巣状壊死（HE染色　×200）．
B：壊死巣内の酵母状真菌（グロコット染色 ×400）．

A
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の巣状出血が認められた．

病原検索では，胎子主要臓器のウイルス分離検査は陰

性であった．胎子血清のBVDウイルス抗体は非検出で

あった．細菌学的検査では，肺，直腸便，第一胃内容物

及び胎盤から酵母様真菌が，胎盤から Streptococcus

acidominimusが分離された．酵母様真菌の同定を実施

（動衛研）したところ，形態観察，生化学性状検査，

Internal transcribes spacer遺伝子領域塩基配列解析の

結果から，Candida kefyrと同定された．S. acidomini-

musは胎盤のみで分離され，流産への関与は不明であっ

た．母牛については未検索で，感染経路は不明であっ

た．

以上から本症例はC. kefyrによる真菌性流産と診断さ

れた．獣医学領域において本真菌による症例報告はほと

んどないことから，まれな症例と考えられた．

32 牛の心臓へのSarcocystis cruziの重度寄生

〔武石秀一（大分県）〕

ホルスタイン種，雌，27カ月齢．搾乳牛200頭を飼

養する酪農家において，当該牛が7月20日頃より食欲

不振を呈し，7月末に起立困難となり，8月2日早朝に

斃死しているのを発見，午後病性鑑定を実施した．

剖検では，軽度削痩，両後肢及び尾の脱毛，蹄冠部及

び尾の痂皮形成が見られた．胃の破裂と肺の一部に癒着

が見られた．

組織学的に，心筋（提出標本），舌筋，横隔膜横紋筋

及び骨格筋に住肉胞子虫の未成熟～成熟シストの高度寄

生が認められた（図32A）．また，第一胃平滑筋にもシ

スト様構造物が確認された．肺では，充血，水腫及び多

発性巣状壊死が認められ，肺胞毛細血管内に未成熟～成

熟シゾントが散見された（図 32B）．抗 Sarcoc y s t i s

cruziシスト家兎血清（動衛研）を用いた免疫組織化学

的染色では，心筋内の成熟シスト中のブラディゾイトは

強～中等度の陽性を示し，未成熟シスト中のメトロサイ

トは弱陽性を示した．肺のシゾントは，無反応～微弱陽

性を示した．また，当該牛の血清由来のビオチン化 IgG

を使用した免疫組織化学的染色では，肺のシゾントは強

陽性を示し，心筋中のシストは無反応であった．透過型

及び走査型電子顕微鏡学的検査の結果，薄いシスト壁と

細長い絨毛状突起が観察され，この構造はS. cruziのそ

れに一致した．

以上の結果から，本症例はS. cruziによる牛の住肉胞

子虫症と診断された．本症例では未熟シゾントから成熟

シストが同一個体に確認されたことから，度重なる感染

の結果，重篤化したと考えられた．

（次号につづく）

図32 牛の心臓へのSarcocystis cruziの重度寄生
A：心筋内の多数のシスト（HE染色　×100）．
B：肺に見られたシゾント（PAS反応　×600）．
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図31 牛流産胎子のCandida kefyrによる壊死性胎盤炎，
線維素性漿膜炎

A：胎盤尿膜絨毛膜絨毛の壊死（HE染色　×100）．
B：壊死巣内の酵母状真菌（PAS反応　×400）．




